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2013 年 1 月 11 日 
報道関係者各位 
No.-61106 

株式会社東陽テクニカ 
 

胸部 X 線画像における肺野の視認性を向上 
骨組織透過ソリューション “ClearRead BS”を発売 

 
株式会社東陽テクニカ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：五味 勝、以下東陽テク

ニカ）はこのたび、胸部単純 X 線画像における肋骨・鎖骨等骨組織を透過し、肺野の視認

性を大幅に向上させる骨組織透過ソリューション“ClearRead BS”(クリアリード・ビーエ

ス)の販売を開始いたします。 
 
日本国内では、多くの医療施設において CT や MRI 等さまざまな画像検査機器が設置さ

れていますが、その中でも胸部単純 X 線撮影は最も検査数が多く、一般診療や検診におい

て今なお一次的判断、スクリーニングのための検査として重要な役割を果たしています。

特に日本人男性の死亡原因トップである肺がんを未然に防ぐ肺がん検診では、単純 X 線撮

影が必須となっております。その一方で、単純 X 線撮影で得られる胸部画像からの疾患の

検出能は呼吸器専門医を除き、一般医では決して十分ではないと言われています。国内に

おける画像診断医や呼吸器専門医の数の少なさを考えれば、限られた数の医師が、検診等

で撮影される膨大な胸部単純 X 線撮影画像をどれだけ正確に、さらには効率的に読影して

いけるかが今後の肺がんを含めた様々な疾患の早期発見の鍵になります。 
 
東陽テクニカが国内で販売を開始する骨組織透過ソリューション “ClearRead BS”は、

胸部単純 X 線画像から肋骨、鎖骨等骨組織を透過し、肺野の視認性を飛躍的に高める画像

処理技術です。 

【胸部 X 線撮影画像の例（左：従前の画像、右：ClearRead BS による骨組織透過画像）】
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元画像と併せてこの骨組織透過後の画像を確認することにより、骨組織に重なり検出が

困難であった肺結節や異常陰影の検出率向上、さらにはその見落としの防止が期待できま

す。 
また“ClearRead BS”はこの骨組織透過後の画像を、通常行う 1 回の撮影で得ることが

できます。従来あった 2 回曝射からの画像の差分を取って骨組織を除去する技術と異なり、

撮影画像間の誤差による画像劣化はありません。この骨組織透過画像は元の胸部画像に付

加され、読影医は容易なビューア操作で元画像と骨組織透過画像を切り替えて画像観察す

ることが可能です。多くの画像を読影する検診において読影後半に発生すると思われる集

中力の低下の際も“ClearRead BS”によって生成された骨組織透過画像を参照することに

より、検出率の低下抑制に寄与します。また“ClearRead BS”は既に画像サーバに保存さ

れている胸部画像にも適用することができ、これらを用いて教育用ツールとしても使用可

能です。 
 
東陽テクニカは、この“ClearRead BS”の製品販売を通じて国内肺がん検診のさらなる

普及、またそれによる死亡率の低下に貢献すべく、国内の医療機関への積極展開を行って

まいります。 
 
発売予定時期   ：2013 年 1 月 
価  格     ：オープンプライス 
初年度販売予定台数：50 式 

 
＜“ClearRead BS”の特長＞ 

 単純 X 線画像から骨組織を透過させ、肺野の視認性を向上 

 1 枚の画像から骨組織を透過 

 元画像と併せて画像観察を行うことにより異常陰影の見落としを防止 

 X 線撮影装置メーカによらず骨組織透過が可能 

 病院既存画像サーバ内の X 線画像においても適用可能 

 

本リリースの内容に関するお問い合わせは下記までお願いします。 

株式会社東陽テクニカ  画像システム部  

Tel:03-3279-0771  Fax:03-3246-0645  e-mail：oohiran@toyo.co.jp 

画像システム部 URL： http://www.toyo.co.jp/graphic/ 

 
また、当社に関するご質問は下記までお願いします。 

株式会社 東陽テクニカ  経営企画室 

            Tel:03-3279-0771 Fax:03-3246-0645 e-mail：kikaku@toyo.co.jp 

※ 本文に記載されている会社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。 


